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1. 人生
産業革命のイギリスを生きる。グラスゴー大学の道徳哲学教授で、英仏七年戦争中1759年に『道徳感情論』を著す。退職後は帰属の家庭教師となりヨーロッパを旅行する。この間にモンテスキューやルソーと出会う。1776年に『国富論』を出版する。翌年スコットランド課税委員に任命される。1790年没。生涯独身であった・

2. 社会契約説に対する反対
社会契約説の仮説：①個人は利己的で合理的
                  ②統治は契約によって行われる

スミスの反対：①社会秩序は個人の合理的計算の上に成り立っていはいない
              ②統治/服従関係は契約によって基づいてはいない

3. 『道徳感情論』
1 社会の秩序は理性ではなく、共感(※)という本能による。
※共感=他人の運不運に関心を持ち、他人の幸福を自分にとって必要なものと感じること。

2 一国の社会の秩序の形成のステップ
Ⅰ.他人に関心を持つ(共感という本能より)
Ⅱ.他人の立場に自分をおく
Ⅲ.他人も自分に関心を持つことを知る
Ⅳ.それまでの人生経験から、胸中に公平な観察者を形成する。
Ⅴ.公平な観察者から一般的諸規則の設定がなされる
Ⅵ.法と正義感覚が生まれることで、社会秩序が完成する。

3 一国の社会の繁栄のステップ
Ⅰ.他人に関心を持つ
Ⅱ.他人の立場に自分をおく
Ⅲ.他人の悲哀よりも歓喜に共感したいと思う
Ⅳ.自分の貧困を恥じるため、財産形成の野心が生まれる
Ⅴ.利益追求行動が行われる
Ⅵ.法と正義感覚によって制御されながら、社会は繁栄する。

4 賢者と弱者
賢者：自分の感情・行為に対して胸中の公平な観察者(内部の私)の是認を重視する
弱者：自分の感情・行為に対して観察者(他人)の是認を重視する

5 スミスにとっての幸福：平静と享受

6 地主の奢侈と召使の幸福
地主が奢侈品を作らせても、地主自身の幸福度はあまり増さないが、奢侈品を作るために雇われる召使の幸福度は増す(見えざる手による)

7 国際秩序に向けての問題
自国に対する愛着から生まれる、国民的偏見→それぞれの国が公平な観察者の立場に立たないこと

4. 『国富論』
A) 豊かさとは
豊かさ＝労働の熟練と、有用な生産に従事する労働者の割合によって規制を受ける

B) 分業と市場
Ⅰ.人間の説得本能+利己心(自愛心)による交換性向
Ⅱ.各個人が余剰生産物を交換することで市場を形成
Ⅲ.より効率を求めることで分業が確立する
Ⅳ.市場社会・商業社会が完成する。

C) 貨幣について
Ⅰ.貨幣の誕生：欲望の不一致を回避するために、金属を選ぶことで、自分たちの勤労の生産物の交換の拒否が起こらないようにした。
Ⅱ.貨幣錯覚：金が増えれば個人が豊かになる。国も豊かになる。しかし、世界としてはモノの総量が変わらないので、豊かさは変化しない。よって本当は金鉱山を掘るより、耕作を行ったほうが良いのだが、ヨーロッパ諸国はそれを行わなかった。

D) 資本蓄積について
労働→生産→資本の回収+剰余※1
(※1剰余=貯蓄+消費※2+税)
(※2消費=自己消費+不生産的労働の雇用)
→回収された資本+貯蓄→流動資本の増加
→労働者の雇用が増える

E) 経済発展の自然な順序とヨーロッパの経済発展
自然な順序：農業→製造業(国内商業)→貿易

ヨーロッパ：貿易→製造業→農業→貿易
(重い税金のため農業は廃れる→都市では貿易が行われる→王は貴族に対抗するため商人を保護(都市部の製造業)→16C頃大土地所有者の虚栄心が刺激され、長期借地契約が成立→農業の拡大→遠隔地向け製造業の成立(貿易))

F) 重商主義とは
Ⅰ.一国主義→貨幣錯覚
Ⅱ.諸外国とは規制と高関税による憎悪が生じる
Ⅲ.植民地との貿易は強制的に買わせ、価格統制が行われる一方的な関係
Ⅳ.植民地は税金の納税額が大きいため死守したい→植民地保護のための軍事費

G) スミスの現実的な案
Ⅰ.植民地を同盟国とし、自由貿易の通商協定・軍事同盟
Ⅱ.諸外国とも自由貿易

5. 『道徳感情論』と『国富論』の関係
『道徳感情論』で説明される社会的個人の正義感覚と、それによって形成される法・社会の秩序が、『国富論』で説明される個人の財産形成の野心によって形成される市場を規制する。そしてそれによって社会の繁栄が実現する。


◇ベンサム
1. 生涯
1748年生まれる。オックスフォード卒業後、弁護士資格を取るが活動せず、20年間引きこもる。『政府論断片』を匿名で発表したが、父親が名前を明かしたために売れなくなる。33歳の時に20歳年下のキャロライン・フォックスに恋をするが振られる。以後ずっと片思いのロリコン乙。パノプティコン・プランがイギリス議会の承認を得たのにも関わらず、ナポレオン戦争などで財政悪化のため不採用。ロバート・オーエンのニューラナーク工場の出資を行う・ロンドン大学の創設者となる。84歳で死去したが、医学学校で公開解剖され、かつロンドン大学に遺体が未だに安置されている。

2. 功利主義思想
1 個人の規範原理：快楽主義的利己主義
個人は快楽を追い求め、苦痛を避ける。スミスの道徳感情論を、「例え話や熱弁」といって否定した。

2 立法者の規範原理：功利主義
最大多数の最大幸福。功利主義を構成する要素は三つある。
I. 快楽主義：個人にとっての善は快楽である。
II. 集計主義：個人の善は集計できる。
III. 帰結主義：集計された善を最大にする政策が最も望ましい。

3. 功利主義思想(最大多数の最大幸福を達成させる目標)に基づく社会改革
A) 法改革：基本的な考え＝法律が先にあって、その後に権利義務関係が発生する。
具体的には、合理化のため、それまで成文法のなかった英法を体系化させようとした。(成文法でないと、過去の判例を参考にするしかなく、柔軟性に欠ける。)

B) 政治改革：急進的改革＝投票の秘密・実質的普通選挙・投票の権利の平等・毎年の投票、による民主政治。

C) 教育改革：最大多数の最大幸福を実現するために、合理的な判断が出来る人間の育成を目指した。具体的には『クレイストメシア』の出版・ロンドン大学の創設・パノプティコンによる囚人管理

4. ベンサムの経済学
(1) 功利主義と経済学
功利主義に基づいて、経済に関する最大多数の最大幸福が実現するような目標。
しかし、ひとりひとりの効用は計算できないため、4つの副次的原理を設定。
1 生存
2 私有財産の安全
3 豊富
4 平等
ここで、安全と平等は対立するが、ベンサムは「安全」を優先した。平等の達成など不可能であるからだ。一方マーシャルは、ベンサムが「フランス革命の恐怖に脅かされている」として批判

(2) 政府の役割：
安全を保つことが本質的な仕事。逆に、生存・豊富・平等に関して相対的に介入は不要。具体的には、政府は5つのことに介入すべきではない。
1 強制貯蓄
2 貨幣数量の恣意的増大
3 利子率の抑制(⇔アダム・スミス)
4 植民地の拡大
5 禁止的課税(何かをさせないための課税)

5. 功利主義と利己主義
功利主義：全体の幸福を自分の幸福と考える
利己主義：個人の幸福だけを考える。

※個人の幸福を、社会の幸福に一致させるのが教育の役目である。


◎スミスとベンサムの違い
スミス：個人は、胸中の公平な観察者の称賛と是認を求め、非難を避けるのと同時に、観察者=世間の称賛を求め、非難を避けるという前提から、社会における秩序と繁栄を実現するための手段として、慣習法(市場を制御する)・市場(見えざる手)を用いる。

ベンサム：個人は快楽を求め、苦痛を避けるという前提から、社会における最大多数の最大幸福を実現するための手段として、成文法の制定・民主政治・自由市場・教育(見える手)を用いる。

◎現代経済学に受け継がれるスミスとベンサム
スミスにおける、慣習法と市場(手段)が、
ベンサムにおける、個人の快楽を求め、苦痛を避けるという前提が、それぞれ受け継がれた。


◇リカード
1. 生涯：1772年ユダヤ人の家に生まれる。証券取引所で働く。クェーカー教徒のブリシア・アンと結婚したため両親から絶縁された。妻の病気療養のため、立ち寄ったバースの町で『諸国民の富』を借りたのがきっかけで、経済学に興味を持つ。1811年にマルサスと会う。1814年に実業界を引退したのちは経済書の執筆に注力。1823年に死去。
2. リカードの経済学：『経済学および課税の原理』
1 労働価値説：価値というものは曖昧。これを投下労働量によって基礎づける。労働量の増加は、必ずその労働が加えられた商品の価値を上昇させる。

自然価格＝λ*労働時間

2 差額地代説
仮定：一.小麦が労働と土地だけによって生産される。
      　　　　二.労働は豊富に存在し均質的であるが、土地は肥えた土地もあれば痩せた土地もある。
　　　　　　　三.肥沃度の高い順に一等地(生産力10)、二等地(生産力9)…とし、それぞれの面積は固定されている。
　　　　　　　四.生産は資本家が地主から土地を借り、流動資本つまり賃金によって労働者を雇用して実行させる。
　　　　　　　五.地主も労働者も多数存在する。
　　　　
　　　　展開：一等地のみ耕作されるとき：
一等地の地代は0。仮に地代を請求すると、資本家は地代がより低い別の土地に移動し、結局これは地代が0になることで続くことで借りる人がいなくなるから。
　　　　　　　
　　　　　　　二等地まで耕作されるとき：
　　　　　　　　　一等地の地代は1、二等地の地代は0。一等地の地主は、地代を払わない資本家から、一等地に移るために地代を少しでも払いたい二等地の資本家に変更することが出来る。これが、一等地の生産力と二等地の生産力の差の1になるまで続く。

　　　　　　　三等地まで耕作されるとき：
　　　　　　　　　一等地の地代は2、二等地の地代は1、三等地の地代は0。上と同様に考える。

　　　　結論：耕作が進めば進むほど、利潤率は低下する。
なぜなら、一等地だけの場合の小麦一単位当たりの投下労働量は、一人で10生産できるため、1/10。二等地まで耕作を広げた場合、一等地の地代1を差し引いた9と、二等地の生産量9を二人で生産するため、投下労働量は2/18=1/9(労働量が増えている＝小麦価格が上昇する←労働価値説より)

3 比較生産費説
比較優位な製品があり、それらの国内価格比が両国で異なり、国際価格が両価格の間にあれば、両国にとって貿易のインセンティブが存在する。

3. リカードへの批評
(1) マルクス：リカードは労働価値説という純粋理論を作り上げた。
(これがマルクスの労働価値説につながれる。）
またブルジョワ経済を理論的に鋭く解剖した、と評価。

(2) J.S.ミル：リカードが前提としている地主・資本家・労働者という区分は絶対的なものではなく、人為的に変化するものだと批判。

(3) マーシャル：計算能力すげー！けどそれはユダヤ人だからだろ(僻み)
　　　　　　　　　　また、人間を不変料として見ている扱いはよろしくない。
リカードは、人間の多様性を研究することを怠ったと批判。

(4) シュンペーター：リカードは、一般体系をここの断片に細分し、細分化したもの
の単純な合計が全体として考えているといって批判。このよう　　　　な癖を「リカード的悪癖」と名付けた。


◇マルサス
1. 生涯：1766年富裕な農場主で啓蒙思想家の息子として生まれる。ケンブリッジ大学では数学を専攻する。1798年に『人口論』初版を出版する。その後牧師となり、東インド学校では近代史と経済学の教授となる。1811年にリカードと出会う。その後出版活動を進め、1834年に死去。

2. 人口法則
1 人口法則の概要

(1) 人口増加→食糧増加の関係：人口は何の制約もなければ幾何級数的に増加する(N→2N→4N→…)が、食料は算術級にしか増加しない(N→2N→3N→…)
(2) 食糧増加→人口増加の関係：「人口は生活資料なくして増加しえない」
　　　　　　　　　　　　　人口成長率は一人当たり食料の増加関数。
(3) 人口抑制の法則：「人口増加という優勢な方の力を制限すれは、そこには必ず窮乏と悪徳とが生まれる」
(4) マルサスの罠：人口増加→食糧生産の増加→(収穫逓減の法則)→一人当たり食料の低下→(窮乏と悪徳)→人口成長率の抑制→(成長率がゼロになるまで)人口増加

2 なぜ、マルサスは人口法則を提示したのか。

A) 人間理性による理想世界到達への懐疑。
つまり、地球が存続する限り、人間の能力は際限なく完成することができる、という考えに対して、マルサスは、人間は進歩と退歩を繰り返すものだと考えた。

B) 救貧法批判。
当時イギリスの救貧法(エリザベス救貧法)は、貧者に給付金を与えるが、これは富者の税金で賄っている。つまり、貧者が増えればその分税率は上がる。しかも、貧者は給付金によって一家を支えると勘違いし、結婚率を上げる。しかし食糧生産の増加は見込めない(貧者が働かないから)

C) 神学的理由：「人間の原罪とは、生まれながらにして持つ混沌の無感覚と堕落なのである」

3 マルサスへの批判
マルクスとエンゲルスから批判。エンゲルスは「経済学者の不道徳性はその絶頂にまで達した。」と言っている。また、「自由主義的な貿易学説の要石」とも言っているが、マルサス自身は保護貿易を支持しており、エンゲルスの解釈が誤っている。

4 マルサスの影響
I. 政策的影響：1834年救貧法改正。
具体的には、給付金から「救貧院」による救済。貧者を働かせるようにさせた。賃金が低くても、人は救貧院を嫌って働くようになるため、資本家にとってはうれしい政策。

II. 進化論的生物学への影響：ダーウィン
幾何級数的な人口増加→算術級数的な食糧増加→一人当たり食料の不足→生存競争が激しくなる。

III. 人口抑制運動：J.S.ミル「労働人口の数が増やさないように自発的に制限することによって、全労働者に高賃金での完全雇用を維持できれば、人間の社会はどこまでも改善できる」と考え、14歳のミルはビラを配ったためタイーホされた。


◎リカードvsマルサス論争

1. 両者にとっての経済問題
1 ナポレオン失脚後のイギリスの貿易政策はいかにあるべきか。具体的には1815年の穀物法を認めるか否か。
2 ナポレオン戦争後の経済不況の根本的な原因はなにか。それをどのように乗り切るべきか。

2. リカードの主張
A) 不況の原因：保護された農業部門
B) 人口増大→穀物生産の増大→質の悪い土地の使用(農業保護による)→生産性低下→穀物価格上昇→生産費上昇→利潤率低下→投資の減退→不況
C) 対策：イギリスは海外から安い穀物を輸入することによって、生産費を下げ、高い利潤率を回復すべきである。

3. マルサスの主張
A) 不況の原因：国内消費不足(需要不足)
B) 総消費＝労働者消費+資本家消費+地主消費+政府支出だから、農業部門の縮小は地主の収入を減らし、総消費を減少させるため、不況を悪化させる。
C) 対策：穀物法改正＝保護貿易政策によって地主の収入を確保。また政府支出を増やして景気を刺激する。

4. まとめ：①経済発展の原動力②貿易政策③重視する産業④総需要管理政策⑤分析視点について、

リカード：①生産力(供給サイド)②自由貿易③工業④認めない⑤長期的
マルサス：①総消費(需要サイド)②保護貿易③農業④認める⑤短期的


◇マルクス(だれかレジュメ見せて)
1. 生涯
エンゲルスからお金をもらい続けるお金かじり虫

2. 唯物史観

A) 人の精神を規定するのは物質条件。物質が人の精神を規定する。
B) 生産力を基礎として、その上に生産関係・社会的意識が存在する。
C) 生産力が発達すると、それにつられて上の生産関係・社会意識が変化する。
つまり、生産力の発達によって、社会的な動乱は避けられない。
D) 生産力が極度に高まった状態が資本主義である。

唯物史観の逆は唯心論(精神が物質を規定する)で、マックスウェーバーが提唱。

3. 労働価値説
基本的にリカードの労働価値説と同じ。
商品価格は、M(利潤)+V(賃金)+C(原材料費)で決まる。マルクスは、M利潤は雇用主に搾取される不払い労働であるから、「万国の労働者よ、団結せよ」

4. 資本主義・現実の多くの資本主義・現実の社会主義・理想の社会主義

I. 資本主義：私的所有された資本(原理は無限の拡大)が主体となって、競争を原理とする社会を支配する。その社会では、資本を管理する人「勝ち組」が、資本に雇われる人「負け組」を搾取する。資本はある種の生物のようなイメージ。

II. 現実の多くの経済体制：混合主義。公的資本と私的資本からなる資本と、競争と共生が原理である社会は対等。

III. 現実の社会主義：公的に見せかけた、私的に流用される資本が主体となって、平等と共生を原理に見せかけた、権力闘争社会を支配する。その社会では、資本を管理する共産党幹部によって、人々は搾取・弾圧される。

IV. 理想の社会主義：平等と共生を原理とした社会が主体となって、公的管理を原理とする資本を管理する社会。

V. まとめ
主体が社会：社会主義(社会主義者の理想)
　　　資本：資本主義(社会主義者の解釈)と現実の社会主義
　　　混合：現実の資本主義
　　　

